
 

船舶事故等調査報告書 

平成２４年１２月２０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１２門第７８号 

事故等種類 乗揚 

発生日時 平成２４年４月１６日 ０５時００分ごろ 

発生場所 関門港若松第５区堺川泊地 

 福岡県北九州市所在の堺川口船だまり防波堤灯台から真方位２５

０°１５０ｍ付近 

 （概位 北緯３３°５４.５′ 東経１３０°５１.２′） 

事故等調査の経過  平成２４年５月１８日、本事故の調査を担当する主管調査官（門司

事務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

砂利運搬船兼貨物船 第二十八かねと丸、４９９トン 

 １３５４１１、津久見海運株式会社 

 乗組員等に関する情報 船長、五級海技士（航海） 

 死傷者等 なし 

 損傷 プロペラ翼に欠損及び曲損 

 事故等の経過 本船は、船長ほか４人が乗り組み、石灰石１,４００ｔを積載し、

平成２４年４月１６日０４時１０分ごろ関門橋の下を通過したので、

予定の時刻よりも早く着岸できそうであったため、０４時３０分ご

ろ、船長が、電話により、今から入港する旨を業者に連絡して綱取り

を手配したのち、０５時００分ごろ堺川泊地に至り、綱取りを待つ

間、機関を止め、漂泊を開始した。 

本船は、１０分ほど漂泊していたが、綱取りが岸壁に到着したた

め、機関を始動して０５時２０分ごろ着岸し、０７時００分ごろから

荷役を開始して１７時００分ごろ積み荷全量を陸揚げした。 

本船は、１７時１０分ごろ出港したところ、船体に異常な振動を感

じたことから、翌１７日に造船所で点検したところ、プロペラ翼に欠

損及び曲損が確認された。 

 気象・海象 

 

 

気象：天気 曇り、風向 東、風力 １、視界 良好 

海象：潮汐 上げ潮の末期、潮高 約７９cm（関門港製鉄戸畑泊地）

日出時刻：０５時４４分ごろ 

 その他の事項 

 

本船の喫水は、船首約３.５ｍ、船尾約４.５ｍであった。 

船長は、漂泊中に音響測深機の使用、船位の測定などを行っていな

かった。 

船長は、月１回程度の頻度で関門港に入港しており、本事故当時は

約１０回目の入港であった。 

船長は、本事故発生場所付近の水深は浅いと認識していた。 



 

海図Ｗ１２６３によれば、堺川泊地の河口部には干出浜があり、河

口付近の水深は５ｍ以下となっている。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

本船は、堺川泊地の河口付近において漂泊する際、船長が船位や水

深を確認していなかったことから、浅所に乗り揚げたものと考えられ

る。 

原因  本事故は、夜間、本船が、堺川泊地の河口付近において漂泊する

際、船長が船位や水深を確認していなかったため、浅所に乗り揚げた

ことにより発生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・入出港時の喫水と浅所の水深に注意すること。 

 




